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＜連絡事項＞
･ノロウィルス症状集計の書式が各病棟にシートを作成してありますので、各病
棟場所に入力して、3/15の8：00までにメールにて添付して必ず時間厳守で提出

していく事となっています。引き続き、掃除を行う際はハイターでの消毒、患者様

スタッフ共に手洗い・含嗽を徹底し行うよう声掛け、実施し二次感染予防に努めて

いきましょう。

･猪股Drの3/20(金)祭日の診察についてですが、当直はしますが、外来・入院診察
はないとのことでした。北病棟診察をどうするか月曜日に確認する事になってい

ます。

・現在、東Bから南Bへのオートドアは修繕中であり通行止めとなっています。

南病棟に行き来きする際は、東Ｄから南病棟を経由しています。患者様が個室

で休まれていますので、ドアの開け閉めを静かにおこなう様注意していきましょ

う。

･3/18(水)北病棟のリネン交換日ですが、マットレスカバーも交換する事になっていますので、各スタッフ周知お願いします。北病棟全患者様対象です。

･現在、北病棟にてテーブル･椅子(一日一組ずつ)のニス塗りを青春が行っています。臭いがこもる為北病棟の玄関入口の廊下に置いて乾かしています。出し入れに関しても、青春スタッフが行います。

･作業に際のトイレ誘導について、排便の際各病棟に戻る事と変更になっていますが、

　排便の際、病棟に戻る理由が明確となっていない状態であり、今後SGMや作業スタッフに確認していく事となっています。

･最近、患者様が座った際に椅子が破損する事があり修理伝票を提出しています。座る部分が補強されていない椅子が3割程度ある状態となつており、危険も考えられる為、環境整備担当者で確認し修理伝票を提出していく事となっています。

･三上様の使用している床頭台のドアを繋げる蝶番が破損しており、破損伝票を提出しています。又、以前からある中板の腐蝕についても併せて提出しています。

･全自動洗濯機の脱水の不具合が発生した為、修理伝票を提出しています。

＜患者様連絡事項＞

・元沢　政治様～本日の尿検査にて白血球4(＋)･亜硝酸1(＋)･潜血(＋－)･蛋白(-)検査結果となっている為、本日主治医へ情報提供しています。主治医より水分摂取の促して様子を見るようにとの事で、本人へ伝えていますが、理解力の乏しさありその都度介入していく必要があります。再検の指示はありませんが、水分摂取状況の観察・確認を行っていきましょう。

･蛯名　勝幸様～本日、10：30～3/15(日)16：00まで外泊訓練されています。本人様･御家族様へは、現在、血液データの異常みられている事から、外泊での食事に関する事・飲酒や運動を取り組んで欲しい事伝えて了承しています。帰院後は、疲労感の有無や気分変動による日課の取り組み状況の変化･身体症状･両膝の疼痛についても観察・確認を行っていきましょう。
･浅野　秀子様～本人様よりお小遣いが足りなくなったとの事なので、お小遣い5千円を病棟へ挙げて頂く様に医事に連絡しています。使用料金や買い物内容などの確認が必要です。

･清川　厚子様～本日、19：00～3/15(日)19：00まで、外泊訓練予定となっています。出棟の際には現在病棟での日課もきちんと行う事出来ている事伝えつつ、外泊時での必要な日課(特に保清面)を行う事ができる様に、規則正しい生活及び必要な日課を行う事等の目標設定である事を伝えていきましょう。

帰院後、今回外泊での振り返りを行い、疲労感、体重の変動、日課への支障について観察・確認していきましょう。

･清水頭　翼様～本日、14:00御家族様お迎えに来られ退院されています。

使用していたロッカー・下足箱など、訓練の一つとしてスタッフと一緒に片付けを行っています。ある程度は出来ていますが、掃き掃除･拭き掃除には雑さみられています。

･柳杭田　かつ子様～最近、怒り口調での独語目だってきている事や小走り移動が目立つようになっています。昨日病棟を離れる事、放尿されたと洗濯量が多く行っている事みられています。表情の冴えなさ、疲労感伺えている為、休んで頂く様にスタッフも介入していく必要性があります。

引き続き、他患者様の名前を挙げた幻聴妄想などがあり行動化もみられている事から、他者とのトラブルにならない様に注意観察する事と、所在の確認、今の状態では忘薬もしてしまう可能性もある為観察･確認をしていきましょう。今後、主治医への情報提供と、本人の苦痛を緩和してあげる対策を検討していく必要があります。

･菊地　明子様～気分の不安定さ持続しており臥床傾向でいる事多くみられています。スタッフ声掛けに表情に辛さあるが言葉で表現できないでいる事みられています。午後のＳＳＴは、倦怠感と頭の回転が悪いからと欠席しています。

　　　　　　　　現在の精神状態を考え休息を考えた看護の関わりを行いつつ、最低限の日課(洗面･洗濯･風呂)今何を出来るか?何が出来ないのか?を把握しスタッフは介入･介助をしていく必要があります。早急に看護計画の見直しが必要です。

　　　　　　　　

･倉橋　生子様～本人様より三上様の床頭台の開け閉めがうるさいとの訴えがあり、三上様の床頭台を確認した所、ドアの破損による騒音でした。何度かスタッフへ訴えてきていた様ですが、訴えが多い患者様の為、精神的なものと早合点する危険性があります。現実はどうなのか?確認し、病気との関連を観察していきましょう。

















































